
VI.歴史博物館整備検討事業

昭和 58年 (1983)4月に設置した久留米文化財収蔵館を中心に、博物館賓料の調査・収集・保存・

活用を進めている。

賓料の収集は、寄贈 7件 (475点）、寄託1件 (6点）、購入0件、移管1件 (3点）、採集2件 (172

点）であった。

資料の活用は、貸出 14件 (214点）、印刷物掲載等 44件 (206点）、これ以外に研究利用等を目的

とした閲究や写真撮影 20件 (78点）にも対応している。また、展示公開については、平成 22年 10

月に開館した久留米市立六ツ門図書館展示コーナーを会場に、文化財保護課主催3回、他部局主催4

回（協働推進部人権啓発センター、環境部環境保全課、都市建設部防災対策課、健康福祉部保健予防

課）の企画展を開催した (VII-1 - (1) 24頁参照）。

1.資料の収集・保存

(1)収集

①寄贈

賓料群名 時代 寄贈者 数最（点）

軍服 ・記章 ・写真等戦争資料 明治～昭和戦後期 播磨尚朝 296 

盃「凱旋記念」、他 大正～昭和戦前期 匿明 4 

宮崎家資料 近世～近代 宮崎衛 133 

宮崎来城作漢詩書 大正時代 今田爽 3 

本地開田畑位附春免御物成帳・御井郡
享保 17年 (1732) 大渕房雄 1 

宗崎村本地田畑位分春免御物成帳

杉本家資料 幕末～近代 杉本熙道 35 

プラウン管テレビ、他 平成時代 小宮淳子 3 

②寄託

賓料名

久留米城絵図、他

時代

明治時代 上松徹

寄託者 数母（点）
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資料名 時代

三
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④移管

壺料名

小野川オ助化粧回し、他

⑤採集

資料名

コミュニティセンター上津校区会館

廃棄賓料

朝凪酒造関係賓料

⑥刊行物

•寄贈図書 ： 99 冊

・定期購読 ：24冊

時代

幕末～明治初期

明治～昭和戦後期

昭和戦後期

『月刊文化財』 No.631~642（第一法規株式会社）

時代

原課

善導寺小学校

『博物館研究』 Vol.51 ・ No. 4 ~Vol. 52 ・ No. 3 （公益財団法人日本博物館協会）

(2)保存

①燻蒸

• 久留米文化財収蔵館（諏訪野町 1830-6)

期間：平成28年 7月 16日～18日

場所 ：2階収蔵庫 (247.2吋）、 2階作業室 (176.1 niり、 3階特別収蔵庫 (324.0 niり

数墓（点）

3 

数量（点）

146 

26 

薬剤等：殺虫 ・殺卵 ・殺菌を目的として、酸化エチレン十HFCl34a（エキヒュームS)を使用

•田主丸古文書収蔵庫（田主丸町田主丸 770- 1 )

期間：平成28年 7月 27日～28日

場所 ：古文書収蔵庫 (414.72 rdり

薬剤等 ：殺虫 ・防虫を目的として、液化炭酸ガス殺虫剤（有効成分 ：ヒ°レスロイド系 d-d-T 

シフェノ トリン（ブンガノン））を使用

※収蔵賓料の補修については、 IV-1 - （1)参照
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2.資料の活用

(1)貸出 (214点）

期間 機関名 目的 賓料名等 数品

4月 21日～ 久留米有馬大茶会実
「久留米レジェンド 文化大

名有馬家と御庭焼柳原展」（久 柳原焼 11 
5月 11日 行委員会

留米シテイプラザ）

4月 1日～ 3 久留米市人権啓発セ
人権啓発センター常設展示室 太鼓 1 

月 31日 ンター

5月 27日～ 公益財団法人有馬記 企画展「久留米の装い一勾玉か
久留米祇園祭礼図、他 41 

9月 16日 念館保存会 ら絣まで一」

6月 24日～ 企画展「戦争と人々の暮らし—
福岡県立公文書館 婦人倶楽部、他 29 

9月 30日 残された公文書と戦時賓料ー」

6月 27日～ 大牟田市立三池カル 「冒険王附録 映画
「昔の道具とくらし展」 17 

9月 29日 タ ・歴史資料館 グラフ」、他

8月4日～ 3 文化交流展示「海の道、アジア 筑後将士軍談草稿
九州国立博物館 1 

月31日 の路」（平常展） 八 ・九

7月 15日～ 久留米空襲を語りつ 空襲を語る学習会の教材とし 雑のう・千人針・防空
4 

17日 ぐ会 て 頭巾 ．燥弾片、他

9月 7日～30 公益財団法人久留米
石橋文化センター開園 60周

年記念事業音楽劇 「悲劇の天才 行李 1 
日 文化振興会

画家青木繁」公演

9月2日～30 山川校区地域づくり 山川 コミュニテイセンター展
城天満宮賓料 6 

日 振興会 ホ

9月 26日～ 公益財団法人有馬記 有馬記念館企画展「大名有馬家 有馬氏長知行宛行状、
27 

1月 20日 念館保存会 臣団」 他

1月 20日～ 公益財団法人有馬記 有馬記念館企画展「銀細工のミ
ひな道具、他 44 

5月9日 念館保存会 ニチュアひな道具」

10月 26日～ 久留米市立屏水中学
教材として ちきり ・分銅 5 

31日 校

11月 2日～4 久留米市立善迎寺小
教材として ちきり ・分銅 6 

日 学校

1月 25日～ 写真撮影を行い、『福岡県の中 延宝八年製図久留米
九州歴史姿料館 近世城館跡wー筑後地域編・総 2 

31日
括編ー』に掲載するため

街図、他

合計214点
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(2)印刷物掲載等 (206点）

許可日 申請機関等 目的 資料名 点数

第81回日本心理学会大会（久留米大学
第 81回日本心理学

4月7日 主催）ポスターおよびチラシの図案と 弓曳き童子 1 
会準備委員会

して使用

丸山豊記念現代詩 丸山豊記念現代詩費の記念誌に掲載
4月 12日 母音 7 

腐実行委員会 (2016年 7月刊行）

「久留米レジェン ド 文化大名有馬家 延宝八年絵図、天
久留米有馬大茶会

4月20日 と御庭焼柳原展」（於 ：久留米シテイプ 保年間絵図、安政 7 
実行委員会

ラザ）において展示するため 二年切絵図

第 28回久留米市民オーケストラ定期

演奏会プログラム（日程：平成28年 5 久留米高等女学校
4月26日 個人 1 

月 21日 会場 ：久留米シテイプラザ 演奏会写真

ザ ・グランドホール）に掲載

ハースト婦人画報 ハース ト婦人画報社刊「美しいキモノ」

5月2日 社「美しいキモノ」 2016年夏号 (5月 20日発売）特集「九 久留米絣古写真 3 

編集部 州の染織紀行」掲載

5月 13日 個人 『西南学院大学国際文化論集』掲載
娼妓所得金日記

4 
帳、他

公益財団法人有馬 企画展「久留米の装い一勾玉から絣ま 久留米祇園祭礼
5月 11日 41 

記念館保存会 で一」にかかる広報印刷物 図、他

佐賀市教育委員会作成の郷土学習資料
5月24日 佐賀市教育委員会

（小学校4~6年生向け副読本）に掲載
弓曳き童子 1 

甘木歴史資料館における企画展の小冊
6月6日 甘木歴史資料館

子「温故」に掲載するため
筑後川絵図 l 

福岡共同公文書館平成28年度第1回企

6月 10日 福岡県立公文書館 画展広報用ポスター・チラシに掲載す 千人針腹巻 1 

るため

ユーキャン刊 （碧水社編）『城大全』に 天保時代久留米城
6月 24日 株式会社碧水社 1 

掲載 下町絵図

上野東照宮の紹介VTRで、吉宗がベ
株式会社テレビ朝 西域舶来大像之写

7月5日 トナムから象を連れてきた話をする際 1 
日総合編集局 真

に使用
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RKB毎日放送株式
RKBテレビ 「豆ごはん」番組内での画

写真「ヘルマン・

7月 5日 会社テレビ制作二 ヴォルフの誕生 4 
像使用

部 会」、他

第 49回明善大同窓 第 49回明善大同窓会パンフレットに 旭屋周辺航空写
7月 15日 2 

会実行委員会 使用 莫、他

8月 5日 朝日新聞佐賀総局 報道
三勇士記念館誌、

4 
他

株式会社サガテレ 昭和 20年米軍撮
8月 15日 ニュース報道 3 

ビ 影航空写真、他

公益財団法人アク ふぇすた特別パネル展および映像で使 久留米高等女学校
8月 25日 3 

ロス福岡 用 演奏会写真、他

公益財団法人有馬 企画展 「大名有馬家臣団」にかかる広 有馬氏長知行宛行
8月 23日 23 

記念館保存会 報印刷物 状、他

宝島社刊「八百八知恵江戸の科学」に 田中久重夫妻写
株式会社ファミリ

9月 14日 おいて、田中久重を紹介するページ誌 真、弓曳き童子、 3 
ーマガジン

面への掲載 無鍵の錠

写真「明治通りの

9月 21日 NHK福岡 NHK福岡はつけんTVで放送 拡幅J・「本町ロー 2 

タリー」

「週刊ビジュアル江戸三百藩」 59号内

10月4日 株式会社天夢人 で、久留米藩についての解説内の図版
写真 「梅林寺境内

1 

として使用
有馬家霊廟」

北九州市立東部勤労婦人センター（レ
田中久重夫妻写

10月 5日 個人 ディスもじ）での歴史講座（平成 28 1 
＇ 真、弓曳き童子

年 10月 12日）にて使用

平成28年 10月 16日（日） に行う筑後

市一条行政区文化祭において展示し、 斎藤秋圃「筑後磐
10日4日 一条行政区 1 

行政区民に当時の一条の地域を紹介す 井古珀人形原図」

る。

写真「16号バラッ
公益財団法人アク

9月 23日 ふぇすた特別パネル展映像で使用 クでのオーケスト 4 
ロス福岡

ラの練習風景」、他
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『人名事典』 5巻セット（ポプラ社、 写真 「久留米縞始
10月 11日 オフィスブルー 1 

平成29年1月発行）に掲載 祖小川トク子j、他

写真「久留米市公
株式会社西日本新

10月 18日 株式会社ニシイ社史刊行 会堂」・「西鉄久留 7 
聞広告社

米駅」、他

一般財団法人ニッ 日本情報発信サイト nippon.comに掲
10月 19日 弓曳き童子 1 

ポンドットコム 載

公益財団法人有馬 企画展「銀細工のミニチュアひな道具」
10月26日 ひな道具、他 41 

記念館保存会 にかかる広報印刷物

勉強会及び観光ガイド来客者への配布 肥前国高来郡原城
11月4日 個人 1 

資料として 絵図

株式会社りそな銀 久留米支店開設 70周年ロビー展示等 写真「そごうスト
11月24日 5 

行久留米支店 に使用のため ア」、他

「久留米文化財収蔵館寄託「合戦絵巻」

（『平治物語絵巻』「六波羅合戦巻」模
12月6日 個人 合戦絵巻 1 

本）について」『國學院雑誌』第 118

巻第3号 (3月号）に掲載

佐賀市教育委員会作成の郷土学習資料

1月 18日 佐賀市教育委員会 （小学校4~6年生向け副読本）に掲 弓曳き童子 1 

載（再版）

「城大全j（ユーキャン刊）にて掲載す 天保時代久留米城
1月 18日 株式会社碧水社 1 

る資料を、宣伝用の DMとして使用 下町絵図

『福岡県の中近世城館跡IV一筑後地域 延宝八年製図久留

編・総括編ー』（福岡県中近世城館迫跡 米街図、天保時代
1月23日 九州歴史賓料館 3 

等詳細分布調査報告書4、平成29年3 久留米城下地図、

月31日刊行予定）に掲載 久留米城古写真

九州芸文館「近代工芸界の先駆者 豊 豊田勝秋作「鋳銅
2月8日 九州芸文館 6 

田勝秋•その門人展」図録への掲載 製花さし」、他

論文掲載のため「西南大学大学院研究 娼妓所得金日記
2月 10日 個人 8 

論集第4号」 帳、他

株式会社クリエイ 久留米公等女学校
毎日放送のテレビ番組「ちちんぷいぷ

2月9日 ティブ・ジョーズ制 女学生写真（一人 1 
い」で放映 (2月 10日）

作本部 久留米絣の女性）
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「ふるさと小郡のあゆみ」をHP上で公 短刀「筑州鯵坂住
2月 17日 小郡市教育委員会 1 

開するため 源安盛」銘

テレビ西日本報道番組「土曜ニュース

株式会社テレビ西 ファイルCUBE」にて、東芝関連のニュ
2月 17日 弓曳き童子 1 

日本 ースの中で、久留米出身の東芝創業者

「田中久重」の紹介として使用

論文掲載のため「西南大学大学院研究 金銭貸借計箆節、
3月1日 個人 3 

論集第 5号」 他

有限会社近現代賓 「現代日本の在宅介護福祉職成立過程
「久留米市史」第

3月 22日 4巻三「人口の高 1 
料刊行会 喪料集」に掲載のため

齢化」

3月29日 個人
県民ふるさと文化講座講演賓料への掲

小野川オ助図 1 
載

公益財団法人有馬 平成29年度有馬記念館企画展「藩主
3月31日 有馬豊氏害状、他 1 

記念館保存会 の肖像」にかかる広報印刷物

しょうけい館（戦侮 証言映像「戦傷病者の労苦を語り継ぐ」 写真「雪の日の久
3月 31日 1 

病者史料館） ヘ掲載 留米衛戌病院」

上記のぽか撮影のみ20件 (78点）
合計 206点
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VII.文化財の活用 ・周知普及

1.公開・活用事業

（1)久留米市立六ツ門図書館展示コーナー

平成 22年 10月、久留米市立中央図書館西分館が「くるめりあ六ツ門」 5階に移転し、六ツ門図

書館として開館した。この館内に展示コーナーが設置され、当課が運営を担当している。

同展示コーナーは、 100面を常設展、 168rrfを企画展のスペースとする。常設展は、造り付けの居

間及び台所に、家具や生活用品などを揃えて、昭和30年代の暮らしの風景を再現している。企画展

は、平成28年度は当課主催3回、他部局主催4回を開催した。

平成28年度企画展一覧

No. 展示会名 会期
来場者
数（人）

1 人権ポスターパネル展
4月 1 日～ 4月 10 日

129 
※会期 3月 12日から

2 環境パネル展 4月 16日～ 5月 15日 566 

3 防災展 5月 21日～ 6月 19日 779 

4 荒木・久留米空襲の証言 7月 2日～ 9月 11日 4, 3 5 5 

5 大地に残る地震の爪あと 9月 24日～ 11月 27日 2, 542 

6 
むかしのくらし展

12月 10日～ 3月 5日 6, 167 
ーくるめの年中行事とまつり一

7 自殺対策月間パネル展
3月 5日～ 3月 31日

192 
※会期 4月 13日まで

8 常設展示のみ 440 

合計 15,170人

＊主催は、 1協働推進部人権啓発センター、 2環境部環境保全課、 3都市建設部

防災対策課、 4~ 6文化財保護課、 7健康福祉部保健予防課
＊常設展示「昭和 30年代のくらし」 （上記 1~ 7の会期以外）
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(2) 久留米市埋蔵文化財センター

①企画展

• 第 41 回くるめの考古資料展 東日本大震災から 5年「大地に残る地震の爪あと」第2会場

会 場：久留米市埋蔵文化財センター

期間 ：平成28年 10月 15日（土） ～11月 13日（日）

内 容 ：六ツ門図書館展示コーナーで開催した「東日本大震災から 5年『大地に残る地震の爪

あと』」の第2会場として、東日本大猿災派遣先の宮城県山元町の被災状況や震災復興

の発掘調査の状況等をパネルにて展示を行った。

見学者数： 847名

• 第 4 回からくり儀右衛門大賞小中学生創作作品展

会 場 ：久留米市埋蔵文化財センター

期間 ：平成28年9月 10日（土） ～9月 17日（土）

見学者数：• 1 56 名

・上津校区の歴史展

会 場 ：上津校区コミュニテイセンター

期間 ：平成28年 12月5日（月） ～12月 22日（木）

見学者数 ：672名

②体験イベント

・協賛イベント

◆『みづま祭り』 一勾王をつくろう一

会場 ：水沼の里2000年記念の森公園

期日：平成28年 11月5日（土） ．6日（日）

内容：古代体験、勾玉づくり

参加者数 ：140名
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(3)坂本繁二郎生家活用事業

坂本繁二郎生家は、近代洋画の巨匠である坂本繁二郎の生家であるのと同時に久留米市に唯一残

る武家屋敷である。その地域的重要性を検討して平成15年7月に久留米市有形文化財（建造物）に

指定された。平成 18年度から平成21年度までの4年間をかけて修理復原工事を行い、平成22年5

月1日から一般公開をしている。生家では、年間を通じて様々な体験講座を開催しており、文化財

の周知普及に努めている。

【年間来場者数】6,697人（平成 28年4月1日～平成29年3月31日）

【開館日数】307日 1日平均来場者数： 22人（小数点以下四捨五入）

く季節行事＞

期間 ：平成28年7月7日（木） ～8月7日（日）

七夕まつり 対象：一般 入場料 ：通常通り（短冊を飾りに来た場合は無料）

内容：願い事を書いた短冊を笹竹に飾る。

日時 ：平成29年2月1日 （水） ～4月2日 （日）

対象： 一般入場料：通常通り
ひなまつり

内容 ：坂本家に伝わる雛人形を展示し、期間中に体験事業 ・生誕

記念コンサート•お茶会を実施。

くお茶会＞

日時：平成29年3月20日 （月、祝） 10時～15時

主催：江戸千家久留米不白会 共催：文化財保護課

お茶を楽しむ会 対象： 一般

茶券 ：一般500円、中学生以下 300円

※入場料（団体料金）を含む。

＜ミニコンサート＞

日時 ：平成28年7月30日 （土） 19時～21時

演者 ：代表松本久実子氏（京泉会）

七タナイト 対象 ：一般入場料・ 参加費 ：無料

内容 ：生家の庭を竹燈籠とペットボトルキャンドルで彩る。

19時30分から一時間程度、大正琴の演奏を行う。

日時：平成29年3月 11日 （土） 14時～15時

生誕記念 演者 ：TeTe（神河毅、光山 菜摘）

コンサート 対象 ：一般入場料 ・参加黄 ：無料

内容：カーペンターズの曲の演奏
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く体験事業＞

日時 ：平成28年6月 26日 （日） 10時～12時

茶レンジ ！ 講師 ：森田宗尚氏

こども茶会 対象 ：小学生入場料・参加費 ：無料
24人

内容 ：お茶の作法について先生から学ぶ。

日時 ：平成28年8月 20日 （土） 10時～12時

流しそうめんを 対象 ：小学生入場料・参加費：無料

食べよう 内容 ：青竹で箸と器を作って、地元住民と一緒に流しそうめんを
94人

食べて楽しむ。

日時 ：平成28年 10月 22日 （土） 10時～15時

画伯に 講師 ：宇美拓哉氏

チャレンジ ！ 対象 ：小学生入場料・参加費 ：無料
30人

内容 ：生家 ・庭の中からテーマを決めて絵を描く。

日時 ：平成28年 12月 17日 （土） 10時～12時

餅つき大会 対象 ：小学生入場料 ・参加費 ：無料 80人

内容：地元住民とともに、餅つきをして、ついた餅を食べる。

日時：平成29年 2月 18日 （土） 13時 30分～15時 30分

折り紙で雛人形を 講師：関根千鶴子氏

作ろう 対象：小学生入場料 ・参加痰 ：無料
15人

内容 ：折り紙で雛人形を作る。

く落語＞

日時 ：平成29年 1月 21日 （士） 14時～16時

素人落語寄席 l対象 ：一般入場料 ・参加費 ：無料 74人

内容 ：久留米落語長屋による寄席
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(4)歴史探訪

平成28年度は、六ツ門図書館展示コーナーで開催した企画展「大地に残る地震の爪あと」の関連

イベントを兼ね、第58回歴史探訪バスハイク「地震痕跡をめぐる」と題して、展示担当者のガイド

で市内に残る水縄断層系の活動痕跡を巡った。

・期日 平成28年 10月 2日（日） 9:00~12:00 

37名

無料

・参加者

・参加費

・行程 ①朝妻・千本杉断層（車窓） →②鎮西橋（善導寺町飯田）からの耳納山地眺望→

③宮園断層の右横ずれ状況（山本町豊田） →④国指定天然記念物山川前田追跡→⑤

中谷川右横ずれ地点（車窓） →⑥高良大社社殿裏の円弧摩擦滑り斜面→⑦千本杉断

層崖（味水御井神社）

2.協働・支援活動

(1)出前講座

市民向け講座として実施している「出前講座」は、全庁的に取組んでいる制度で、文化財保護課

では「私のまちの歴史と文化財」「歴史を体験」の 2つのメニューを受け持っている。

①私のまちの歴史と文化財

開催回数： 28回

受講人数： 92 9名

主な内容：校区コミュニティセンター主催の講座や市民団体、学校を中心に、校区の歴史、久留

米市の歴史、またテーマを設けて講座を開催。

②歴史を体験

開催回数： 5回

受講人数： 16 9名

主な内容：小学校や校区コミュニテイセンターにおいて、火起こし・勾玉作り・石臼によるきな

粉作りなどの体験学習を開催。

(2)実習受け入れ

受入期間：平成28年 8月 16日～26日（うち 9日間）

受入人数：久留米大学2名、筑紫女学園大学1名

受入施設：久留米市埋蔵文化財センター、久留米文化財収蔵館ほか

3.刊行物

(1)久留米市文化財調査報告書

9冊の文化財調査報告書、および平成26・ 27年度分の文化財保護課年報を刊行

第 370集 『櫛原侍屋敷追跡—第 20 次発掘調査報告 ー』 平成28年 9月

第 371集 『庄島侍屋敷追跡—第 10 次発掘調査報告 ー 』 平成28年 12月

第 372集 『久留米城下町遺跡 — 第 25 次発掘調査報告—』 平成28年 12月

第 373集 『三反田造跡 — 第 1 次発掘調査概要報告ー』 平成 28年 12月
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第 374集 『久留米城外郭追跡—第 24 次発掘調査報告ー』 平成29年 1月

第 375集 『京隈侍屋敷追跡—第 28 次発掘調査報告ー』 平成29年 2月

第 376集 『碇追跡ー第 5次発掘調査報告』 平成 29年 3月

第 377集 『白川迫跡ー第 6次発掘調査報告』 平成29年 3月

第 378集 『高三瀦遁跡ー第5次発掘調査概要報告』 平成29年 3月

第 379集 『久留米市埋蔵文化財調査集報XVII』 平成29年 3月

第 380集 『正福寺迫跡—第 7 次調査ー』 平成29年 3月

第 381集 『筑後國府跡—平成 27 ・ 28年度発掘調査報告ー』 平成29年 3月

第 382集 『平成28年度久留米市内迫跡群』 平成29年 3月

第 383集 『筑後國府後ー 1 期政庁地区—本文編』 平成29年 3月

第 383集 『筑後國府後ー 1 期政庁地区—写真図版編』 平成29年 3月

第 384集 『久留米藩主有馬家墓所II』 平成29年 3月

第 385集 『小川区有中世文書』 平成29年 3月

久留米市文化財保護課年報Vol.12『平成 26• 27年度版』 平成 29年 3月

(2)その他の刊行物

①歴史散歩

久留米市では、市民向けに郷土の文化財を解説する冊子を作成している。本年度は、 No.42として

『坊津街道（薩摩）街道と府中宿』を刊行した。

②文化財マップ

文化財マップは、小学校校区毎の文化財の位置と解説を入れたもので、本年度は、 山川校区の文

化財マップを作成した。

③収蔵館ニュース

久留米市文化財収蔵資料の調査・収集 ・保存 ・活用について紹介するため、平成元年度より年1

回発行。同 17年度に『仮称 久留米歴史博物館準備だより』より改題。平成28年度は第 13号を発

行（改題通算 39号）。

(3) 文化財説明板作成設謹

本年度は「八幡神社のクス」、 「安国寺甕棺墓群」の改修と、「筑後国府跡」の改修 ・撤去を実施し

た。

0市指定天然記念物「八幡神社のクス」 ・・・説明板の劣化による改修。

0史跡「安国寺甕棺墓群」 ．．． 説明板の劣化による改修。

0史跡「筑後国府跡」・・・ 2箇所で実施。 1箇所は国司館地区で、説明板の劣化による改修。もう

1箇所は合川校区コミニティーセンター内の説明板で、経年劣化のため撤去。
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VIlI．協議会・研修会派遣

1.協譲会

(1)全国史跡整備市町村協議会

0事務局国分寺市（東京都）

0加盟市町村数 517市町村 (400市、 151町、 16村）平成28年 10月 7日現在

①第 51回全国史跡整備市町村協議会函館大会

開催日 ：平成28年 10月5日（水） ～7日（金）

開催場所 ：北海道函館市、久留米市は不参加。

②臨時大会

開催日 ：平成28年 11月 17日（木）

開催場所：ホテルニューオオタニ（東京都千代田区）

※久留米市は、福岡県市町村文化財保存協巖会事務局として参加。

(2)全国公立埋文センター連絡協議会 中国・四国・九州ブロック会議

0幹 事：山口県埋蔵文化財センター（中・四国）、鹿児島県埋蔵文化財センター（九朴I)

0加盟団体 ：21団体（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、香川県、大分県、 宮崎県、鹿

児島県、沖縄県、井原市、岡山市、倉敷市、津山市、東広島市、福岡市、北九州市、

小郡市、久留米市、松浦市、宮崎市）

開催日：平成28年 10月 13日（木） ～14日（金）

開催場所：山口県庁会議室（山口市滝町1-1) 

協議事項 ：「デジタル情報の保存環境及び普及啓発関連等」

視察地：長登銅山文化交流館史跡長登銅山

(3)第 6回古代山城サミット西条大会

0事務局 ：西条市教育委員会

0加盟市町村数 ：31市町（平成 28年 4月 1日現在）

0開催日 ：平成28年9月 30日（金） ～10月 1日（土）

01日目（西条市中央公民館）

永納山城跡等現地見学会

自治体首長会議

意見交換テーマ「古代山城を舞台とした史跡の保存・整備 ・活用」

02日目（西条市総合文化会館）
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西条市立楠河小学校の学習発表「ふるさと永納山」

シンポジウム 「永納山城の特色を活かした整備と活用」

(4)九州地区市町村文化財保存整備協議会

0事務局福岡市

0加盟市町村数 83市町村 (58市、 24町、 1村）平成27年4月 1日現在

①総会

熊本地震により中止。

(5)福岡県市町村文化財保存整備協議会

0事務局久留米市

0加盟市町村数 52市町村 (27市、 24町、 1村）平成29年 3月 31日現在

①総会

開催日：平成28年 5月 31日（火）

開催場所 ：香春町町民センター（香春町）

議 事：第1号議案平成 27年度事業及び決算報告

第 2号議案 役員の改選について

第 3号議案役員の承認について

第4号議案 平成28年度事業計画及び予算（案）

第 5号議案 次期総会開催地の決定について

記念講演 ：「視点を変えて見えてくる天然記念物の保全」

田中厚志氏文化庁文化財部記念物課文化財調査官

視察研修 ：清祀殿 ・神間歩、神宮院、河内王陵、香春神社

②研修会

開催日 ：平成28年 11月 22日（火） 13時30分から 17時00分

開催場所 ：福岡県吉塚合同庁舎 604B会議室

講 演 ：「昭和初期における歴史的庭園の整備と、その後の保存 ・活用

一森蘊（おさむ）の業績を通して一」

エマニュエル ・マレス 氏（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所）

研修報告 ：「文化庁主催平成28年度埋蔵文化財保護行政基礎講座を受講して」

西拓巳氏（久留米市市民文化部文化財保護課）

「一独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所主催文化財担当者研修「地質・年代

調査課程」を受講して一」

宮本博喜氏（大牟田市教育委員会世界追産・文化財室）

(6)福岡県装飾古墳保存連絡協議会
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0事務局桂川町教育委員会（王塚古墳装飾古墳館）

①平成28年度研修会

開催日 ：平成28年 6月29日（水）

開催場所：八女市岩戸山歴史文化交流館（八女市）

事例報告：「広川・八女地域の装飾古墳」垣佳克（八女市教育委員会）

「下馬場古墳の環境調査について」江島 伸彦 氏（久留米市市民文化部文化財保護課）

現地見学：八女市岩戸山歴史文化交流館展示室

(7)北筑後文化財行政連絡協議会

0事務局うきは市

0加盟市町村 朝倉市、うきは市、小郡市、久留米市、大刀洗町、筑前町、東峰村

①総会

開催日 ：平成28年 5月27日（金） 11時から

開催場所：坂本繁二郎生家（久留米市）

②北筑後文化財フェスタ

事業名 ：女男石へ行こう ！現地探索ツアー

開催日：平成28年 7月30日（土） 13時30分から 18時

講演会：「女男石護岸施設と治水システムについて」島谷幸宏 氏（九州大学）

見学コース ：女男石 → 番所跡 → 石田家住宅 → 眼鏡橋

内 容 ：県指定史跡となった朝倉市の女男石護岸を一般に広く知ってもらうためのツアーを行

った。甘木歴史資料館と共催で行い、九州大学島谷教授の講演の後に現地の関連施設

を巡り 、生活に密着しているために忘れがちな治水 ・利水技術の恩恵を再確認する機

会とする。参加者数30名

③筑後川流域装飾古墳同時公開 平成28年 10月 22日（土） 9時から 16時 30分

公開古墳 花立山穴観音古墳（小郡市） 仙道古墳（筑前町） 狐塚古墳（朝倉市）

寺徳古墳 ・浦山古墳 ・日輪寺古墳（久留米市） 珍敷塚古墳 • 原古墳（うきは市）

五郎山古墳（筑紫野市）

④担当者研修会

加盟市町村担当職員の技能向上を目的として実施。

•第 1 回研修会

期 日 ：平成28年 11月25日（金） 13時～17時

場 所：鏡田屋敷（うきは市吉井町）

内 容：建造物の調査・保存について講話と実技研修。参加者数 12名

講 師：河上信行氏（河上建築事務所福岡県文化財保護審議会委員）
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講 師 ：河上信行氏（河上建築事務所福岡県文化財保護審織会委員）

田上稔氏（福岡県文化財保護課）

• 第 2 回研修会

期 日 ：平成29年 3月 3日（金） 14時～17時

場 所 ：九州歴史資料館第1研修室

内 容 ：「今後の文化財保護行政について」 坂本雄紀氏（福岡県文化財保護課）

「貿易陶磁器研究の課題と研究」 遠藤啓介 氏（甘木歴史資料館）

平成 28 年度文化財事業（試掘確認•発掘調査 ・ 整備 ・ 普及啓発等）の報告

参加者数 ：16名

(8) その他の加入協議会

①九州博物館協議会

②福岡県博物館協議会

2.研修派遣

(1)文化庁主催研修会

①史跡等 ・重要文化的景観マネジメント研修会、文化的景観保護実務研修会

記念物保護行政担当者会議

開催 日： 平成28年 6月 15日（水） ～16日（木）

開催場所 ：文部科学省 東館

②第2回埋蔵文化財担当職員等講習会

開催日 ：平成29年2月1日（水） ～3日（金）

開催場所 ：滋賀県立県民交流センター（滋賀県大津市）

(2)福岡県教育委員会主催研修会

①福岡県埋蔵文化財安全講習会

開催日 ：平成28年 6月24日（金）

開催場所 ：九州歴史資料館（小郡市）

講習会：「熱中症の予防と応急手当」（久留米広域消防本部三井消防署三国出張所署員）

②福岡県文化財担当職員研修

開催日：平成28年 11月 2日（水） 13:00~17:00

開催場所 ：福岡県吉塚合同庁舎 603A会議室

「水中迫跡保護の取り組み」赤司善彦氏（福岡県文化財保護課長）

各担当からの報告および事務連絡
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IX.所管団体の事業

1.公益財団法人有馬記念館保存会

(1)運営体制

役員名 所属

会 長 久留米市長

副会長 久留米商工会議所会頭

常務理事 久留米市市民文化部文化芸術担当部長

理 事 篠山神社宮司

理 事 久留米大学理事長

理 事
（株）ブリヂストン九州生産本部

総務部長

臣皿と 事
（株）福岡銀行執行役員県南地区本部

本部長

臣皿ヒ 事 久留米市会計管理者

評議員 久留米市副市長

評議員 久留米郷土研究会代表

評激員 篠山神社総代

評議員
（公財）久留米観光コンベンション

国際交流協会常務理事

評議員
（株）プリヂストン九州生産本部

総務部総務課長

評議員 久留米市市民文化部次長

・事務局

博務局長(1)| 博務局次長(l)| - 1事務局員(6)|

・会議の決議事項

会 議 年月 日

（平成29年3月31日現在）

氏名

楢 原 利 則

本 村 康 人

甲斐田 忠之

山 田 茂 人

永 田 見 生

冨 澤 章

権 藤 尚 彦

土 屋 尚 之

橋 本 政 孝

樋 ロ 成

河 北 宣 正

辻 文 孝

禾オ木 田 悠 基

竹 村 政 尚． 

議決事項

評議員会の番面表決 平成28年 4月 1日 (1)評識員、 監事、理事選任の件の承認

理事会の書面表決 平成28年4月 1日 (1)常務理事選任、事務局長任命の件の承認
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(1)平成27年度事業報告及び決算についての
第 2回理事会 平成28年5月 23日 承認

(2)第2回評議員会の招集についての決定

第 2回評誂員会 平成28年 6月 20日
(1)平成27年度事業報告及び決算についての

承認

理事会の書面表決 平成28年 6月 21日 (1)会長、副会長、常務理事選任の件の承認

理事会の書面表決 平成28年 12月 9日 (1)第3回評議員会の招集についての決定

評織員会の書而表決 平成28年 12月 22日 (1)評議員、理事選任の件の承認

(1)平成29年度事業計画、収支予鍔、賓金調

第 5回理事会 平成29年3月29日
達及び設備投資の見込みについての承認

(2)平成29年度第1回評議員会の招集につい

ての承認

(2)周知事業

公益財団法人有馬記念館保存会では、地域の先人達が収集し伝承してきた貴重な郷土の壺料や文化

を、社会教育や学校教育に貢献することを目的とし、 【1】賓料の展示公開を通じて郷土の文化財の普

及啓発、 【2】他館や地域との連携・周知、 【 3 】 そのために、寄贈 • 寄託・収集賓料の調査研究を行

い、 【4】安全な環境の中で保存管理するとともに、これらの事業を展開するための [5】施設の管理

維持、などの事業を行っている。

①平成28年度実施事業の概要

久留米に関わる歴史 ・文化の展示公開を主な目的とし、特別展を 1回、企画展を3回開催した。

特別展「京都相国寺 ・金閣寺の美「若沖と仁清」」(.4月 27日～5月 15日）では、久留米シテイプ

ラザの開館を記念して、京都の相国寺、金閣寺（鹿苑寺）の寺宝を展示した。近世京都の絵師伊藤若

沖と、京焼の祖と言われる野々村仁清の作品を展示し、久留米の茶陶「柳原焼」もあわせて紹介した。

企画展「久留米の装い～勾玉から絣まで～」（6月4日～9月 12日）では、 「装い」をテーマにし

て、弥生時代の勾玉から現代の久留米絣まで、久留米の長い歴史のなかで生み出された郷土の文化財

の数々を紹介した。

企画展「大名有馬家臣団」 (10月 1日～1月 16日）は、 2021年の有馬家久留米入城400年に向け

て、久留米藩政を担った家臣について継続的に紹介するシリーズ企画で、第1弾として藩政の中枢を

担った一門・家老などの大身家臣を取り上げ、家臣の家に伝来した武具・甲冑や由緒に関する古文書

などを展示した。

企画展「銀細工のミニチュアひな道具」 （平成29年 2月4日～5月8日）では、有馬家に伝わるひ

な道具の中から、ミニチュアサイズで作られた銀細工のひな道具を 10 0点余り展示した。また、有
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馬家の姫様の調度や人形も紹介した。また 「銀粘土でシルバーアクセサリーを作ろう」と題し、焼く

と純銀になる銀粘土を使ってペンダントトップやチャームを作るイベン トを開催した。

②加入協議会

• 福岡県博物館協議会

2.公益財団法人久留米絣技術保存会

(1)運営体制

・役員

役員名 所 属

理事長 久 留 米 市 長

常務理事 久留米市市民文化芸術部長兼シテイプラザ統括部長

理事 八 女市文 化 振興課長

理事 筑後市教育委員会 社会教育課長

理事 広川町教育委員会 教育次長

理事 大木町生涯学習課長 図書 ・情報センター長

理事 重要無形文化財久留米絣技術保持者会会長

理事 久留米絣協同組合理事長

理事 久留米絣縞卸商協同組合理事長

監事 久 留米市会計管理者

監事 広川町教育委員会 教育長

評議員 福岡 ．県文化財保護課長

評議員 久留米市教育委員会教育長

評議員 久留米商工会議所会頭

評議員 筑後商工会證所副会頭

評議員 広 JI I 町 商 工 会 会 長

評議員 大 木 町 商 工 会 会 長

評議員 久留米南部商工会会長
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平成 29年 3月31日現在

氏 名

楢 原 利 則

甲斐田 忠 之

栗 秋 克 彦

森 田 欣 也

坂 本 幸 枝

本 村 伸 治

松 枝 哲 也

池 田 光 政

野 ロ 和 彦

土 屋 尚 之

吉 住 政 子

赤 司 善 彦

堤 正則

本 村 康 人

大 藪 健 介

高． 鍋 正

近 藤 純 久

野 ロ 定 敏



・事務局

1事務局長(1)|

・会議議決事項

1事務局次長(1)|- I事務局員(1)|

会 議 年月 日 議決事項（すべて承認）

第 1回評議員会 平成28年4月 1日
(1)監事の選任について

(2)理事の選任について

第 1回理事会 平成28年4月 1日
(1)常務理事の選定について

(2)事務局長の選任について

第 2回理事会 平成28年 5月23日
(1)平成27年度事業報告及び決算について

(2)評議員会の招集について

(1)平成27年度事業報告及び決算について

第2回評議員会 '平成28年6月 14日
(2)評議員の選任について

(3)監事の選任について

(4)理事に選任について

第 3回理事会 平成28年 6月 15日
(1)理事長の選定について

(2)常務理事の選定について

第4回理事会 平成28年9月 30日
(1)（公財）久留米絣技術保存会事務局職員就業

規程の改正について

第5回理事会 平成29年 3月21日
(1)平成29年度事業計画、収支予算、賓金調達

及び設備投賓の見込みについて

(2)久留米絣技術保存事業

公益財団法人久留米絣技術保存会は、国庫補助金 1,500万円、県費補助金250万円及び関係団体等

の負担金により国庫補助事業である重要無形文化財久留米絣の伝承者蓑成事業等を行い、制作技術を

保護し、その保存管理及び活用を図った。

事業内容については、重要無形文化財久留米絣の指定要件である、手括り、藍染め及び手織りの技

術を対象として、久留米絣本来の技術保存及び伝承者蓑成として技術保持者、技術伝承者に 41反の制

作を行った。

また、平成21年度より開始した技術接成事業の第4回技術研修生を対象に、手括り ・手織り等の研

修会を開催し、技術の恒久的保存とさらなる向上に努めた。

「作品展」 「新作展」等の展示会を久留米市で開催し、久留米絣の PRに努めた。

賓料収集の一環として参考資料の購入と、保存資料のデジタル化のため撮影を行った。
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• 技術者等養成研修事業

手括り研修会

手織り研修会

平成28年 6月 21日～6月 23日

平成28年 8月 17日～8月 19日

制作委員会 平成29年 3月6日・ 13日・24日

文化庁調査官による研修会 平成29年 3月24日

・品質管理事業

第 1回中間検査 平成28年 8月 19日

第 2回中間検査 平成28年 11月 9日

第 1回作品検査 平成28年 10月 21日

第 2回作品検査 平成28年 12月 16日

第 3回作品検査 平成29年 2月 20日

• 原材料及び用具の確保事業

アラソウ生育調査及び日田市との協議 平成28年 7月 6日

アラソウ刈取り・製造支援 平成 28年 7月29日

今後のアラソウについて日田市との協議 平成28年 10月4日

・資料収集整理及び研究調査事業

保存賓料の撮影委託 平成29年 1月 6日

平成29年 2月 22日

平成29年 3月 21日・ 22日・31日

参考賓料購入 着尺4点着物 1点 （不可欠特定財産とする）

資料寄贈受入丹前 1点 ( II ) 

・展示会事業

作品展（久留米市） 平成28年 6月 17日～19日 （入場者数： 771名）

場所：久留米シテイプラザ展示室

「久留米絣が描く筑後の春夏秋冬」をテーマに保持者会会員作品 ・古布等を展示

新作展（久留米市） 平成29年 3月 18日～19日 （入場者数： 517名）

場所 ：地場産くるめ

平成28年度制作作品・研修生作品・古布等を展示

(3)全国重要無形文化財保持団体協議会（久留米市加盟）

〇目的

全国重要無形文化財保持団体および関係する市町村が協調し、重要無形文化財の保存に関する調

査研究およびその具体的方策の推進を図り 、もって重要無形文化財の技術伝承と保存活用に資する

ことを目的とする。
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0事業

1.役員会 平成28年 7月1日 島根県浜田市 （浜田ワシントンプラザ）

2.総会 平成28年 11月 10日～11日 日田大会 大分県日田市

平成28年 11月 10日 行政担当者会議 ・大会（パトリア日田）

平成28年 11月 11日 視察研修（小鹿田焼窯元）

3.普及活動 第 24回重要無形文化財保持団体秀作展 「日本の伝統美と技の世界」

日田市複合文化施設アオーゼ

平成28年 11月 10日～平成28年 11月 23日
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